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発熱ありor問診票でトリアージを受けた 通常の外来対応へ

発熱対応へ

flu/COVID抗原検査

flu陰性
COVID陽性

flu陽性
COVID陽性

陽性待機室で待機 対症療法にて帰宅

いずれのケースも入院が必要な患者は総合病院に紹介

対症療法で帰宅。保健所に連絡。
（抗flu薬は必要に応じて）

帰宅時にCOVID-19疑う場合は
唾液か鼻腔拭い液を提出して帰宅

抗flu薬処方にて帰宅

flu陽性
COVID陰性

flu陰性
COVID陰性

感染リスクを最小限にしつつ患者の診察が可能



唾液 鼻腔 鼻咽頭拭い液
検査者 患者 患者 医療者

場所 陰圧の部屋もしくは個室(自家用車内もOK) 陰圧の部屋もしくは個室

使用容器 唾液容器 PCR容器 PCR容器

特徴
唾液は1-2cc必要
しっかり蓋をしめる
容器はルビスタで拭く

鼻の入り口2,3cmくらいのところ
5回転グリグリする
よく湿らすようにする

従来から慣れている

検査精度 鼻咽頭ぬぐい液と同等で高め それほど高くない(本人次第) 高め

感染対策
回収するだけなら患者が部屋から出た後に手袋とサージカルマスク

同室で直視下検査ならfull PPE
full PPE

注意点
唾液量が少ないと感度落ちる
容器汚染のためしっかり清拭

回収時くしゃみ曝露を避ける 手間がかかる

唾液 鼻腔 鼻咽頭
ぬぐい液

とはいえ医療者が監視の下で行う前提ですので、ちゃんと医療施設で行いましょうね。
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